














資料１ これまでの取り組み状況 イベント出店概要 

■ワンデージャックフェスタ 
日時：2023 年 11 月５日(日) 

10 時〜16 時 
場所：富山駅 南北自由通路 
 
協力店 主な出品 
(有)小原営農
センター 

・白米、玄米 
・⼤⾖、⿊米 
・お餅 

(有)土遊野 ・米粉シフォンケーキ 
・米粉クッキー 
・平飼いたまご 

あおば農業協
同組合 

・えごま油 

桐谷有機の里
づくりの会 

・玄米 

 

■ブースでの出店状況 
 

 

 

 

 

 

  













資料１ これまでの取り組み状況 有機農業取組拡大先進地視察研修会 開催概要 

■視察①：豊岡市内農業者及び JA たじま、豊岡農業改良センターとの意見交換 
日時：2023 年 11 月 6 日(月) 15 時〜17 時 
場所：豊岡市役所本庁舎２階食堂 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■視察②：豊岡市との意見交換 

日時：2023 年 11 月 7 日(⽕) ９時 30 分〜11 時 30 分 
場所：市立コウノトリ文化館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜意見交換の主な内容＞ 

視察① 
・豊岡市、兵庫県、JA たじまが三位一体となって普及活動を進めている。 
・コウノトリ育む農法の技術は兵庫県が指導や研修会を行っている。 
・JA では資材調達や部会等の組織運営をサポートしている。決まった価格で買い上げてい

ることもあり、生産されたお米の⼤多数は JA に出荷されている。 
・県内での消費は少なく市外が主。関⻄、沖縄が多い 
・付加価値を分かってもらえる販売先等の出口戦略が一番⼤事ではないか。 
視察② 
・学校給食の価格は JA と折り合いを付けながら決めている。子供たちへ安全安心を届ける

といった思いも⼤事だが、価格、収益を確保することも必要である。 
・豊岡市の場合はコウノトリが生息できる環境を作るという思いに共感した生産者にまず

は取組んでもらって、そこから有機農業が広がった。 
・県がチャレンジ事業として機械に２/３を補助することで、⼤規模農家が参入した。 
・今後、兼業農家が参入できる有機農業の形を模索している。 
























